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は
く
さ
い
と
そ
ら
ま
め
の�

�

　
栽
培
管
理

●
は
く
さ
い
の�

�

　
追
肥
・
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て

【
追
肥
】
適
期
に
追
肥
を
行
い
、
生
育
を
促

進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】
害
虫
で
は
、
コ
ナ
ガ
・
オ

オ
タ
バ
コ
ガ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
・
ア
オ
ム
シ
・

ア
ブ
ラ
ム
シ
・
ハ
ム
シ
類
な
ど
の
害
虫
に
注

意
し
、
発
生
初
期
か
ら
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
結
球
後
は
内
部
ま
で
薬
剤

が
届
き
に
く
い
た
め
、
結
球
前
に
防
除
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
病
害
で
は
、
べ
と
病
な
ど
に

注
意
し
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
そ
ら
ま
め
の�

�

　
播
種
・
栽
培
管
理
に
つ
い
て

【
圃
場
選
定
】
品
質
の
良
い
そ
ら
ま
め
を
栽

培
す
る
た
め
に
、
十
分
に
光
合
成
が
で
き
る

日
当
た
り
の
良
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
播
種
・
育
苗
】
10
月
中
旬
頃
に
播
種
を
行

い
ま
す
。

・�

直
播
も
可
能
で
す
が
、
発
芽
や
初
期
生
育

を
そ
ろ
え
る
た
め
、
育

苗
ポ
ッ
ト
や
セ
ル
ト
レ

イ
で
育
苗
し
、
圃
場
へ

移
植
し
ま
し
ょ
う
。

・�

そ
ら
ま
め
は
育
苗
期
間

が
短
く
、
種
子
が
大
き

い
た
め
、
50
穴
の
セ
ル
ト
レ
イ 

ま
た
は 

６
㎝
の
ポ
ッ
ト
を
使
用
す
る
の
が
お
す
す

め
で
す
。

・�

播
種
前
に
育
苗
培
土
へ
の
か
ん
水
を
行
い
、

深
播
き
に
な
ら
な
い
よ
う
種
子
の
お
は
ぐ

ろ
部
分
を
下
に
し
て
、
土
に
2
／
3
ほ
ど

押
し
込
む
よ
う
に
し
て
播
種
し
ま
す
。
発

芽
に
は
酸
素
を
多
く
必
要
と
し
ま
す
。
深

播
き
に
す
る
と
酸
素
不
足
に
な
り
や
す
く
、

発
芽
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
種
を
横
に
寝
か
せ
て

植
え
る
と
腐
敗
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
定
植
】
本
葉
2
～
3
枚

の
頃
に
定
植
し
ま
す
。
大

き
く
な
っ
て
か
ら
定
植
す

る
と
活
着
が
悪
く
な
る
の

で
、
若
苗
を
定
植
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
畝
幅

１
２
０
㎝
、
株
間
40
㎝
で

1
条
植
え
に
し
ま
し
ょ

う
。収

穫
終
了
後
の
管
理

　
今
後
、
気
温
の
低
下
と
と
も
に
、
次
第
に

若
茎
が
萌
芽
し
な
く
な
り
、
親
茎
の
茎
葉
も

枯
れ
て
い
き
ま
す
が
、
か
ん
水
・
病
害
虫
防

除
・
施
肥
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
の
春

芽
収
量
増
大
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
か
ん
水

　
土
壌
が
乾
燥
し
す
ぎ
る
と
養
分
の
生
成
や

転
流
が
停
滞
す
る
た
め
、
引
き
続
き
か
ん
水

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
10
月
以
降
は

気
温
が
低
く
な
る
の
で
、
積
極
的
な
か
ん
水

は
不
要
で
す
。
天
候
や
土
壌
の
水
分
状
態

（
根
が
あ
る
部
分
）
を
確
認
し
な
が
ら
か
ん

水
量
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

　
収
穫
終
了
後
に
薬
剤
防
除
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
12
月
ま
で
、
茎
葉
を
可
能
な
限
り
健

全
な
状
態
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
ベ
ル
ク
ー
ト
水
和
剤
」
は
、
使
用
時
期

が
「
収
穫
7
日
前
ま
で
」
の
た
め
、
収
穫
中

は
使
用
が
難
し
い
で
す
が
、
予
防
剤
と
し
て

の
効
果
が
高
く
、
収
穫
終
了
後
に
は
有
効
な

薬
剤
で
す
。

●
施
肥

・�

12
～
1
月
頃
、
冬
肥
・
抑
草
の
た
め
に
、

冬
越
し
す
る
畦
の
上
に
石
灰
窒
素
を
40
～

60
㎏
／
10‌

a
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

※�

た
だ
し
、
土
壌
の
㏗
が
高
い
ハ
ウ
ス
圃
場

で
は
省
略
し
ま
し
ょ
う
。

野
　菜

秋
ま
き
野
菜

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

追肥 い～ね 403「改」
（※低コスト肥料）

施用量 /a ４～５kg

施肥時期
1 回目　定植から 3 週間後

2 回目　結球初め

●基肥に、やさい有機189 または 
　い～ね403「改」を10～15kg/a
　施用した場合の追肥の例

防除
薬剤名

プレオ
フロアブル

スタークル
顆粒水溶剤

プロポーズ
顆粒水和剤

適用
病害虫名

コナガ
オオタバコガ
ヨトウムシ
アオムシ

アブラムシ
類

キスジノミ
ハムシ
ダイコン
ハムシ

べと病
白さび病
黒斑病
白斑病

希釈倍数 1,000倍 2,000～
3,000倍 2,000倍 1,000倍

使用時期 収穫
７日前まで

収穫
３日前まで

収穫
７日前まで

使用回数 ２回以内 ２回以内 ２回以内

●防除薬剤の例
基肥 土づくり肥料

い～ね 403「改」
（※低コスト肥料）

苦土
石灰

完熟
堆肥

施肥量/a
10kg

施肥量/a
10kg

施肥量/a
200kg

定植２週間前まで
に施用し、耕うん
して畝幅120cm程
度の畝立てを行う

できるだけ早く施
用し、耕うんして
土となじませる

●施肥例

防除
薬剤名

ベルクート
水和剤

適用
病害虫名

褐斑病　茎枯病
斑点病

希釈倍数 1,000倍

散布液量 100～500Ｌ
／10ａ

使用時期 収穫７日前まで

使用回数 ５回以内

●病害虫防除の例

（例）

120cm

40
cm

（例）
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三次トピックス 地域の情報をお届け！

Ｊ
Ａ
三
次
地
域
集
落
法
人
グ
ル
ー
プ
と
Ｊ
Ａ
三
次
地
域
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
は
７
月
６
日
、㈱
神
杉
農
産
の
圃
場（
三
次
市
高
杉
町
）で
水
稲
節
水
型

乾
田
直
播
栽
培
現
地
説
明
会
を
開
き
、管
内
の
農
業
法
人
や
関
係
者
ら
が
参

加
し
ま
し
た
。

水
稲
節
水
型
乾
田
直
播
栽
培
は
、水
を

張
ら
な
い
田
ん
ぼ
に
直
接
種
を
播
い
て
、

幼
穂
形
成
期
前
後
の
入
水
の
み
で
栽
培
す

る
技
術
。育
苗
管
理
、代
か
き
、田
植
え
に

加
え
水
管
理
の
大
幅
な
省
力
化
が
期
待
で

き
、集
落
法
人
、大
型
農
家
の
人
手
不
足
や

農
地
の
大
規
模
化
の
対
応
策
と
し
て
実
証

試
験
を
進
め
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
三
次
地
域

管
内
で
は
今
年
、３
つ
の
集
落
法
人
が
試

験
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
地
説
明
会
で
参
加
者
は
雑
草
対
策
や

病
害
虫
防
除
な
ど
の
気
に
な
る
点
を
積
極

的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

▲試験圃場を見学する参加者

Ｊ
Ａ
三
次
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
７
月
16
日
、定
期
巡
回・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
に
つ
い
て
更
な
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
介
護
支
援
専
門
員
や
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
関
係
者
等
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
き
、

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
７
年
、24
時
間
対
応

す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス「
定
期
巡
回・随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
事
業
所
」を
開
設
。
24
時
間
３
６
５
日
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
定
期
や
随
時
の
訪
問
、訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
に
よ
る
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
護
と
医
療
の
連
携
に
よ
り
、住
み

慣
れ
た
地
域
、自
宅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、利
用
者
、家

族
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
、三
次
地
区
医
師
会
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
上
原
愛
さ
ん
に
よ
る
事

業
の
事
例
発
表
、同
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
石
井
雅
己
セ

ン
タ
ー
長
に
よ
る
事
業
内
容
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
農
協
運
動
の
発

展
に
寄
与
し
た
功
績
者
を
表
彰
す
る「
第
47
回

農
協
人
文
化
賞
」の
一
般
文
化
部
門
で
、旧
Ｊ

Ａ
三
次
女
性
部
部
長
、広
島
県
女
性
組
織
協
議

会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
平
律
香
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
さ
ん
は
旧
Ｊ
Ａ
三
次
女
性
部
で
女
性
組

織
活
性
化
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、組
織
強

化
と
活
性
化
に
取
り
組
み
、広
島
県
女
性
組
織
協
議
会
で
は
組
織
基
盤
強

化
を
掲
げ
、次
世
代
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の
活
性
化
や「
部
員
一
人
ひ

と
声
か
け
運
動
」に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。２
０
２
３
年
に
は
地
元
地
域

へ
の
恩
返
し
も
込
め
、有
志
で
子
ど
も
食
堂
を
立
ち
上
げ
、豊
か
な
地
域
協

同
社
会
を
目
指
す
姿
が
高
く
評
価
さ
れ
、農
協
人
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護

看
護
事
業
所
説
明
会

平 

律
香
さ
ん

第
47
回
農
協
人
文
化
賞
受
賞
！

令
和
７
年
度
の
各
事
業
部
門
に
お
い
て
、

当
地
域
の
職
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

省
力
化
に
期
待

水
稲
節
水
型
乾
田
直
播
栽
培
現
地
説
明
会

▲田中義彦組合長へ受賞を報告する
平さん（右）

▲上原さんによる事例発表

令和７年度
ＪＡ共済優績ライフアドバイザー県表彰

事業所名 役職名 氏名

渉外管理課
三次渉外トレーナー 係長 岸本　慎也

八次支店 渉外担当 二上　真菜

三和支店 渉外担当 間　祐輝

三良坂支店 渉外担当 下森　大奨

令和７年度
ＪＡ共済優績スマイルサポーター県表彰

事業所名 役職名 氏名

君田支店 金融共済係 圓藤 竜久

令和７年度
日本農業新聞全国優績通信員表彰（年間最優秀記事）

事業所名 役職名 氏名

購買課 課長 敷本　正毅

令和７年度
日本農業新聞中国地区通信員表彰　優秀賞

事業所名 役職名 氏名

購買課 課長 敷本　正毅
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▲調理する参加者 ▲研修会へ参加されたみなさん

７月23、24日に徳島県で令和8年度中四国地
区ＪＡ女性組織リーダー研修会が開かれ、広島
県代表としてＪＡ女性部三次地区本部三和支部
の柚木恵子さんがＪＡ女性組織活動体験発表を
行いました。
柚木さんは６月に行われたＪＡ広島県女性組
織活動体験発表会で広島県代表に選ばれ、「共
同購入運動（推し活）でひろがる地域の環」を
テーマに、共同購入運動を通じ部員の高齢化と
活動費不足を克服した取り組みを紹介しました。

ＪＡ女性部三次地区本部は7月29日、ＪＡ三次生活セ
ンターで、三次市内の学校給食栄養士と合同料理研修会
を開きました。研修会は地元産野菜を使った地産地消料
理を学校給食へ提案していこうと、ＪＡと女性部、学校給
食栄養士が連携して取り組んでいる事業で、2008年か
ら開いています。
研修会へは、ＪＡ女性部役員や学校給食栄養士ら18
人が参加。参加者は３グループに分かれ、「アスパラご
はん」や「カボチャの塩バター蒸し煮」「もずく丼」「もち麦
ニョッキのミルクシチュー」など、ＪＡや栄養士が考案し
たレシピ、「家の光」の記事を活用した料理など１２品を調
理しました。
参加した栄養
士は、「初めて調
理するメニューが
あり参考になっ
た。提案されたメ
ニューを給食献
立へも取り入れて
いきたい」と話し
ました。

三和支部・柚木さんが
県代表として体験発表！

学校給食へ
地産地消メニューを

重ね煮と塩麹調味料づくり お口の健康体操＆新聞紙ちぎり絵 合同視察研修（岡山県井原市・福山市）

フレッシュミズ部会
スイーツ作り

和田支部 神杉支部 和田・田幸支部

女性セミナー 料理講座
「異国のおもてなし料理を学ぶ」

中四国地区ＪＡ女性組織リーダー研修会

三次地域
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三次トピックス 地域の情報をお届け！

三次子牛セリ市
（円）

頭数 最高価格 最低価格 平均価格 前月対比
雌 8 865,700 756,800 834,350 39,914
去勢 9 996,600 806,300 886,967 -10,803
合計 17 862,206 18,017

ＪＡ三次地域 （円）
頭数 最高価格 最低価格 平均価格 前月対比

雌 84 961,400 454,300 824,633 21,920
去勢 131 1,225,400 710,600 893,200 6,392
合計 215 866,535 17,207

市場全体

放送日 内　　容 担当者

10月5日（月）～10月11日（日） アスパラガスの休眠期の管理について 行竹

10月19日（月）～10月25日（日） ビニールハウスを活用した�冬野菜の栽培管理について 沖

放送時間　7：00～7：15・12：00～12：15・19：40～19：55

㈱三次ケーブルビジョンコミュニティチャンネル

農業情報番組ガイド 111ch

※放送内容（予定）は変更になる場合もあります。

10

10月10日（土）
ふれあい活動

① 子宮がん（内診・子宮頸部細胞診） 5,500円

② 乳がん（マンモグラフィー） 6,050円

③ 前立腺がんPSA（血液検査） 2,750円

④ 低線量肺CT 12,100円

⑤ 脳ドック　※1日2名（MRI検査 頸動脈エコー） 27,500円

⑥ 心機能マーカー（血液検査） 1,650円

⑦ 骨粗鬆症検査　超音波法 1,650円
　　　　　　　DXA法（レントゲン） 4,400円

⑧ 甲状腺機能検査（血液検査） 3,850円

⑨ 超悪玉コレステロール（血液検査） 2,200円

⑩ 頸動脈超音波検査　※1日4名 5,500円

⑪ 早期腎疾患予防健診　尿中アルブミン量・食塩摂取推定値 1,650円

⑫ ピロリ菌検査　
呼気検査（バリウム検査の方は不可） 4,180円
血液検査（除菌未治療者に限る） 2,200円

⑬ 血管年齢（血圧脈波検査）　※1日3名迄 2,750円

⑭ アレルギー（血液検査）　
※39種類のアレルギーを調べます 12,100円

⑮ リウマチ検査　抗CCP抗体（血液検査） 3,850円

その他オプション� 金額はすべて税込

令和8年度　１日人間ドック健診のご案内

【申込期間】　令和8年10月1日（木）～30日（金）
【受付窓口】　各支店及び三次地域総務管理課 （☎ 63-9974）

JA組合員健診を下記の日程で行いますので、ご利用ください。

健診日程	 令和9年1月4日（月）～29日（金）
健診時間	 午前7時45分～12時頃
健診料金	 JA組合員　31,100円（税込）　※一般受診者　34,100円（税込）
健診場所	 JA吉田総合病院　安芸高田市吉田町吉田3666　※送迎有

令和8年7月8日開催
※最新情報はJA全農ひろしまのホームページでご確認ください。

三次地域
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